ニオイに誘発された感情の，表示筋および脳波による推測 by 黒坂  忠弘 et al.
ニオイに誘発された感情の，表示筋および脳波によ
る推測
著者 黒坂  忠弘, 大平  清久, 山田  弘司, 島田  浩次













































Olー ′ヾ /吸気 呼吸ビックア､′
ツフ〉o打 2∝氾ns I･ 2(加 n唱 2.00OtTV


































C4 Fz測定部位 Cz P
z図3 刺激呈示によるα波のスペク トル面積の平
? ? ?? ? ?
? ? ? ?







? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ?? ? ? ?
? ?
? ?? ? ?
iN A i :史S.T
覗


























CH3 CH4 CH5 CH6C3 0.302 -0
.062 0.361 0.4 0.04 0.390C4 0.3
6( -0.13 0.45 0.3 0.06 0.40Fz -0.03 62 011 05 -_8
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0-21(≡ 0ー13 0,23表2 β波のスペクトル面積と
表情筋のスペクトル面積の相関(ペパーミン
ト)CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6
C3 0.41l 0.13 0.65 0.80 0.65.
0.62C4 0.367 -0.01 0.7 0.7 0
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0.33*太枠は各cHで相関の最も高い
部分ソ吉草酸とペパーミントに共通して､C3とC4
で相関係数が高かったこと､さらに表情筋測定部位のうち
左右の大頬骨筋 (Q13,CH4)で
他の測定部位よりも脳波との相関が高い傾向が見られた｡
これは､C3とC4に筋肉などを動かす命令を与える
運動野が存在しているためであると考えられる｡また
､ニオイの種類による違いとして､イソ吉草酸では右(C4)に､ペパーミ
ントでは左(C3)に高い
相関係数が得られた｡本研究では不快臭であるイソ
吉草酸では右(C4)に､快臭であるペパーミントで
は左 (C3)に表情筋との良い相関が得られたことか
ら､脳波 (β波)と表情筋の相関関係を用いることで
感情評価が可能となる可能性が示唆された｡
結言表情筋のみからの感情評価
は現段階では困難であると考えられた｡しかし､快 ･不快刺激呈示時の脳
波と表情筋の相関関係を用いることで､ニオイ呈示によ
り誘発された感情を評価することが可能となる可能性が示唆 ｡二オイ刺激呈示
